


 

 

（仮称）北広島市スポーツ振興計画（案）の策定

について（答申） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

令和元年１２月１２日 

北広島市スポーツ推進審議会 



１． 計画策定にあたって 

１ 計画策定の目的 

国は、平成２３年に「スポーツ振興法」を５０年ぶりに全面改正し、ス

ポーツの推進のための基本的な法律として「スポーツ基本法」を施行し、

法に基づき平成２４年に「スポーツ基本計画」を策定しました。 

「スポーツ基本法」では市町村の努力義務として、「スポーツ基本計画」

を参酌して、その地方の実情に即したスポーツの推進に関する計画を定め

るよう努めるものとすると定めています。 

本市においては、これまで「北広島市第 5 次総合計画」及び「北広島市

教育基本計画」において、教育行政の中で、「健康づくりとスポーツ活動の

推進」に係る施策を展開し、スポーツの普及振興を図ってきました。 

最近では、少子高齢化に伴う生涯スポーツや健康志向の高まり、「働き方

改革を推進するための関係法律の整備に関する法律」により精神的に豊か

なライフスタイルを求める傾向に伴う、スポーツを通じた生きがいづくり、

地域の活性化、スポーツイベントによる人的交流や地域経済の発展など、

教育行政の領域ではとらえきれない事象も現れてきています。 

また、「東京オリンピック・パラリンピック」や「ラグビーワールドカッ

プ」などのメガスポーツイベントにより、市民のスポーツに対する興味・

関心や機運はこれまで以上に高まりました。さらに、2023 年には北海道

日本ハムファイターズの新球場を中心としたボールパークが開業すること

もあり、今後もより一層、興味・関心や機運が高まり、本市としてのスポ

ーツ施策の充実や環境の整備に関するスポーツ振興に特化した計画が必要

となります。 

本市においてはスポーツ振興に特化した計画がないことから、市民のス

ポーツ環境に対するニーズや課題等を調査及び整理し、他の関連計画と整

合を図りながら、スポーツ振興に係る全体計画を策定するものです。 
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２ 計画の位置づけ 

   本計画は、国のスポーツ基本法や北海道のスポーツ推進計画を踏まえ、

北広島市の他の関連計画と連携し、上位計画である「北広島市第６次総合

計画」の「北広島市教育振興基本計画」にある「スポーツ活動の推進」を

より具体化し、策定するものです。 

  

 

 

 

３ 計画の期間 

本計画は、2021（令和３）年度から2030（令和12）年度までの計画

期間とします。ただし、社会情勢の変化により、必要に応じて見直しを行

うこととします。 

 

国・北海道

第２期スポーツ基本計画
（２０１７年度から２０２１年度）

第２期北海道スポーツ推進計画
（２０１８年度から２０２２年度）

他
の
関
連
計
画

～きたひろスポーツまちづくりビジョン～
（２０２１年度から２０３０年度）

北 広 島 市 ス ポ ー ツ 振 興 計 画

市第６次総合計画
（２０２１年度から２０３０年度）

市教育振興基本計画
（２０２１年度から２０３０年度）

「する」スポーツ

「みる」
「ささえる」
「挑戦する」

スポーツ
「まちづくり」の視点
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２． スポーツの定義 

１ はじめに 

スポーツとは、激しい運動やトレーニング、または、野球、サッカー、

バレーボールなどの設備や仲間などが充実していないと出来ない競技スポ

ーツであると考えがちです。 

   しかし、スポーツ（sports）とは、ラテン語の「deportare」（デポル

ターレ）が語源とされており、この言葉には、「運び去る、運搬する」と

いう意味があります。ある場所から、運ぶ、移す、転換するの本質的な意

味から「気分を転じる」など精神的な面での「移動、転換」に変わり、そ

の中には「楽しむ、遊び」といった要素も含まれています。 

 

 

２ 国におけるスポーツの意義と役割 

スポーツ基本法の前文には、「スポーツは、世界共通の人類の文化であ 

る。」と明記され、国民が生涯にわたり心身ともに健康で文化的な生活を 

営む上で不可欠なものとなっております。そのスポーツ活動を通じ、心身 

の健康のみならず、活力に満ちた社会の形成や、人々の交流の創出など、 

様々な効果が期待されています。 

また、スポーツは、現代社会において顕在化している各年齢層における

体力の低下、青少年の健全育成の問題、高齢化の進行や生活習慣病の増加

による医療費の増大、余暇時間の有効活用などといった諸課題に対応する

ものとして、様々な社会的意義があると言われています。 

 

【スポーツの役割】 

●幸福で豊かな生活の実現 

・身体を動かす本源的欲求に応えるもの 

・爽快感、達成感、他者との連帯感等精神的充足、楽しさ、喜び 

・体力の向上、精神的ストレスの解消、生活習慣病の予防、心身両面 

にわたる健康の保持増進 

・人間の可能性の極限を追及する営み 

・競技者の極限へ挑戦するパフォーマンス 

 

【スポーツを通じて目指すべき社会の姿】 

●地域コミュニティの醸成 

・人と人との交流や地域間の交流を促進し、地域の一体感や活力を醸成 
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●青少年の健全育成 

・体力を向上させるとともに、他者を尊重し協同する精神や、公正さと 

規律を尊ぶ態度を学ぶとともに、己に打ち勝つ心を培い、実践的な思考 

力や判断力を育む等、人格の形成に寄与する 

●健康で活力に満ちた長寿社会の実現 

・心身の健康の保持増進 

●経済発展への寄与 

・社会に活力を生み出し、経済の発展に広く寄与 

●国際相互理解の促進 

・国際的な交流や貢献が国際相互理解を促進 

 

このように多様な意義を有する文化としてのスポーツは、ライフステー

ジに合わせたスポーツを行うことにより心身ともに健康で活力ある生活を

形成されることが期待されます。 

なお、スポーツとのかかわりは、「する」スポーツのほかに、「みる」や

「ささえる」があります。「みる」スポーツは、スポーツ振興だけでなく、

ゆとりある生活の観点からも有意義であり、また、「ささえる」スポーツに

ついては、ボランティアとしてかかわりを持ち、自己開発、自己実現を図

ることを可能とします。人々は、このようにスポーツへの多様なかかわり

を通じて、生涯にわたる豊かなスポーツライフを実現していくことが理想

とされています。 

 

■スポーツの意義

青少年の

健全育成

地域コミュニ

ティの醸成

幸福で豊

かな生活 国際相互

理解の促進

経済発展

への寄与

健康で活力に

満ちた長寿社会

の実現

スポーツ：体を動かすことを目的と

した身体活動

心身の健全な発達

スポーツ振興
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３ 市のスポーツの定義 

  本市におけるスポーツとは、競技スポーツや健康づくり運動・スポーツへ

の参加を通して目標に向かって努力することの価値を尊重しながら、楽しみ

や喜びを家族や仲間と共有し、心身の健康増進と活力溢れる地域社会づくり

につながる身体活動及びその支援活動を指します。 

  また、「する」スポーツだけでなく、スポーツを身近に観戦することによ

り、共感や感動を分かち合うことのできる「みる」スポーツ、ボランティア

などのスポーツ活動を支援する「ささえる」スポーツを通して、心身の健康

増進と活力あふれる地域社会づくりにつながるものをスポーツととらえます。 

 

 

 

 

【身体活動】
安静安静にしている状態より、多くのエネルギーを消費する全ての動作。

<例>家事、通勤・通学、ペットとの散歩、庭の手入れなど

【運動】
身体活動のうち、体力の維持・向上などを目的として、
計画的・意図的に繰り返して行われるもの。

<例>ウォーキング、ジョギング、健康体操、ヨガなど

【スポーツ】

運動のうち、自らの充実感、達成感、楽しみを得る目的で行わ
れるもの。また、ルールや決まりに基づいて行われるもの。

<例>野球、サッカー、ラグビー、テニス、など

【競技スポーツ】

スポーツのうち、特に勝利や大会での上位成績、記
録や技術の向上を目指して行なうもの。勝利や技術
の向上により、達成感や満足感を感じることが魅力
でもあり、また観るものにも夢や感動を与え、
スポーツの魅力が伝わる。

■ 身 体 活 動 ・ 運 動 ・ ス ポ ー ツ ・ 競 技 ス ポ ー ツ の 範 囲 ■ 
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３． スポーツを取り巻く現状と課題 

１ 市のスポーツの現状と課題 

  市民ニーズ（市民のスポーツの現状把握や、スポーツ施策等にどのよう

な認識・評価をしているか）を把握するために、市民意識調査を実施いた

しました。大きく「する」「みる」「ささえる」の３つの観点により分析し

ました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

健康状態            

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

実施回数の多い種目 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

「スポーツ振興計画策定に係る市民意識調査について」 

・市民が市のスポーツ振興計画にどのように認識、評価等をして

いるかを把握するために実施 

・平成３０年１月 無作為抽出の市民１，０００人を対象 

・回収率は４３．９％ 

健康である

32.6%

どちらかと言えば

健康である

47.4%

どちらかと言えば

健康ではない

10.9%

健康ではない

6.8%

わからない

0.9%
無回答

1.4%

77.2

89.5

20.7

8.0

2.1

2.5

0% 20% 40% 60% 80% 100%

運動・スポーツを

過去１年以内に行った

運動・スポーツを

今後行いたい（継続したい）と

思っている

（過去1年以内に）実施した/

（今後）実施したい

（過去1年以内に）実施しなかった/

（今後）実施しない

無回答

運動・スポーツを過去１年以内に行ったかどうか 
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（１）「する」スポーツの現状と課題 

     

 

 

●現 状 

・健康意識が高く、日頃から健康に心掛けている市民が多い 

・住宅地の公道（交通量少、安全安心）や歩行者・自転車専用道路、公園

でのウォーキングや散歩が多く、身近に気軽に運動・スポーツに取り組

むことができる環境がある 

・１０代は学校開放施設の利用が最も多く、身近な施設として地域の学校

が利用されていることが分かる 

・部活動の経験者の多くが大人になってもスポーツを継続している 

   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

●課 題 

若年層のスポーツ機会を増加させる、また、健康意識が高い市民のニー

ズに対する機会の提供や施設の整備の検証などがあげられます。 

 

健康である

32.6%

どちらかと言えば

健康である

47.4%

どちらかと言えば

健康ではない

10.9%

健康ではない

6.8%

わからない

0.9%
無回答

1.4%

回答者の 6 割が、週に１回以上スポーツをすると回答しました。 

健康状態 

実施回数の多い種目 
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（２）「みる」スポーツの現状と課題 

     

 

 

●現 状 

・観戦したスポーツは、「プロ野球」が約８割、「プロサッカー」が約２割 

・札幌近郊であるため、プロ野球やプロサッカーの試合観戦が容易である 

・プロスポーツ観戦のニーズが高い 

    

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

●課 題 

  身近なプロスポーツ施設、スポーツ観戦ができる環境づくりの検討など

があげられます。 

 

過去１年以内の現地でのスポーツ観戦では、「観戦した」が約４割 

過去１年以内の直接スポーツ観戦状況 

観戦した

44.0%

観戦していない

50.6%

無回答

5.5%

観戦したスポーツ 

76.7

17.6

6.2

2.6

9.8

11.9

6.7

4.1

1.6

13.0

6.7

10.4

0.0

0 10 20 30 40 50 60 70 80

プロ野球

プロサッカー

プロバスケットボール

フットサル（Ｆリーグ）

マラソン

ゴルフ

武道（柔道、剣道、相撲、空手など）

ウィンタースポーツ

その他プロスポーツ

アマチュア野球（少年野球を含む）

アマチュアサッカー（少年団を含む）

その他アマチュアスポーツ

無回答

%
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（３）「ささえる」スポーツの現状と課題 

     

 

 

●現 状 

・今後のスポーツボランティアの参加意向で、「参加したくない」が約６割 

・参加したことのあるスポーツボランティアで、「イベント・大会の運営や

お手伝い」が約５割 

・スポーツボランティアへの参加のインセンティブとして、「身近な場所で

参加できること」が最も多い 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

●課 題 

  若年層のスポーツボランティアの経験を増加させる、働き世代でも参加

のしやすい機会の提供などがあげられます。 

 

 

 

ある

10.7%

ない

85.9%

無回答

3.4%

スポーツボランティア参加の有無 

スポーツボランティアに参加したことがない人が約９割 

したい

23.7%

したくない

62.4%

無回答

13.9%

今後のスポーツボランティアへの参加意向 
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４． 計画の基本的な考え方 

１ 計画の目指す姿 

 

 

 

 

 

 

 計画策定の趣旨、スポーツに関する現況と課題を踏まえ、すべての市民が生涯に

わたって様々なかたちでスポーツに親しみ、健康な体と心で豊かなスポーツライフ

を送ることができるよう、「スポーツに親しみ 元気あふれるまち」を目指す姿と

します。 

 また、市民一人一人が育んできたスポーツ文化を一層発展させ、多くの人でにぎ

わう楽しめるまちの創出を目指します。そして、多くの人が集い、交流を深めるこ

とにより、新たな文化を創造し、その文化が経済や産業の発展につながる成長都市

を目指します。 

 

 

２ 計画の基本理念 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

スポーツは、明るく豊かで活力に満ちた社会の形成や、私たちの「こころ」と「か

らだ」の健全な発達に必要不可欠なものであり、世界共通の文化の一つです。 

 生涯にわたってスポーツに親しむことは、身体を動かすという人間本来の欲求に

こたえ、爽快感や達成感、他者との連帯感などが得られ、また、体力や健康が増進

するなど、とても大きな意義があります。 

 

○明るく豊かで活力に満ち、だれでも、いつでも、いつまでも気軽にスポーツに親

しむことができる「生涯スポーツ社会の実現」 

○日常生活の中にスポーツを取り入れ、一人ひとりが自らの考えや好み、ライフス 

タイルに応じて、様々な形でスポーツを楽しむことができる「豊かなスポーツラ 

イフの創造」 

生涯スポーツ社会の実現 豊かなスポーツライフの創造

スポーツによる新たな価値の創出

スポーツに親しみ
元気あふれるまち　きたひろしま
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 これら２つの基本理念に加え、近年の社会情勢の変化やスポーツを取り巻く外部

環境の大きな変化に対応していくため、本市が目指す都市像・人間像に共通する「未

来を切り拓く」「成長に挑む」スタンスを踏まえて、スポーツによる新たな可能性

を信じ、挑戦し、新たな価値を創出することを通じて、スポーツ全体の振興やまち

づくりに寄与していくことが理想とされています。 

 

○スポーツの新たな概念や種目、スポーツを取り巻くソフト・ハードの外部環境等 

の変化に柔軟に対応することができる「スポーツによる新たな価値の創出」 

  

北広島市スポーツ振興計画は、この３つを基本理念として、だれもが身近にスポ

ーツやレクリエーションに親しみ、関わることができる環境を、市民の皆さんと行

政が連携・協力して、作り上げていくことを目標としています。 

 「する」「みる」「ささえる」スポーツを通じて、より多くの皆さんにスポーツの

意義や価値が共有され、スポーツの力を最大限に生かしたまちづくりが進められる

よう、地域、学校、企業、民間スポーツ事業者等と行政との連携協力体制のもと、

基本理念の実現を目指します。 

 

３ 計画の基本目標 

 「目指す姿」の実現に向け、基本理念に基づき、市第６次総合計画や市教育振興

基本計画における３つの施策の柱を踏まえ、次のとおり３つの基本目標を定めます。 

 施策の展開に当たっては、市民自らがスポーツ活動を行う「するスポーツ」への

支援だけではなく、トップレベルの競技大会等の観戦や応援を通してスポーツにふ

れる「みるスポーツ」、そして、選手のみならずスポーツ指導者やボランティアな

どのスポーツ活動をサポートする「ささえるスポーツ」という視点に着目し、市民

が「いつでも どこでも だれでも いつまでも」スポーツに親しみ、スポーツを

楽しむことができる生涯スポーツ社会の実現、豊かなスポーツライフの創造、あわ

せてスポーツによる新たな価値の創出を目指します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

基本目標１

基本目標２

基本目標３

生涯スポーツ社会実現・豊かなスポーツライフ創造のための

健康で生きがいのあるスポーツ活動
の推進

生涯スポーツ社会実現・豊かなスポーツライフ創造のための

競技スポーツへの支援

豊かなスポーツライフ実現・スポーツによる新たな価値創出のための

スポーツライフの充実と環境整備
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基本目標１ 健康で生きがいのあるスポーツ活動の推進                  

１．市民だれもが、生涯にわたりスポーツ・レクリエーション活動に親しむこと

ができるよう、生涯スポーツ活動をはじめ、児童生徒・障がいのある方のスポ

ーツ・レクリエーション活動の支援を推進します。 

２．幼少期の遊びを通したスポーツに親しむ場や、運動習慣が身についていない

青少年期の子どもに対するスポーツ機会を拡充するとともに、家庭でスポーツ

に親しむ機会の促進を図ります。 

３．市民だれもが健康で生きがいのある生活が送れるよう、市民との協働による

各種スポーツ教室やスポーツ活動の推進、健康・体力づくりの機会の拡充やア

ダプテッドスポーツの普及を通じて、多世代型スポーツ交流の促進を図ります。 

４．市民の自主的な参加と健康・体力づくり機会を拡充するため、各種スポーツ

イベントの開催をはじめとするスポーツ事業を推進するとともに、スポーツ推

進委員や生涯学習振興会等と連携し、地域におけるスポーツ・レクリエーショ

ン活動の振興を図ります。 

５．プロスポーツ等の観戦促進などの「みるスポーツ」と、スポーツボランティ

アの育成などの「ささえるスポーツ」の振興を図ります。 

 

基本目標２ 競技スポーツへの支援                            

１．全道・全国大会への出場支援及びスポーツ選手の育成など、競技スポーツへ

の支援に努め、スポーツの振興を図ります。 

２．ジュニアスポーツ活動を支援するため、スポーツアカデミーにおける選手の

強化育成や底辺拡大、指導者の養成に取り組むとともに、中学校部活動への支

援を行います。 

３．市体育協会やスポーツ少年団等の組織強化や育成を図るための支援をするこ

とにより、スポーツ競技者の活動を支援します。 

４．市民の国際大会や全国大会等への出場を支援するほか、スポーツ大会におい

て優秀な成績を収めた市民を表彰し、自発的なスポーツ活動を推進します。 

５．競技スポーツの低年齢化による怪我等の弊害の予防やスポーツ現場における

課題解決に係る情報提供のほか、スポーツ障害の防止等に係る普及啓発を図り

ます。 

 

基本目標３ スポーツライフの充実と環境整備                       

１．多様化する市民ニーズに対応したスポーツ施設の整備と運営を図ります。 

２．ボールパークからもたらされるスポーツに関わる価値と機会を生かしたまち

づくりを進めます。 

３．市民が安心して利用しやすいスポーツ・レクリエーション環境を整えるため、

スポーツ施設の計画的な整備及び改修について検討します。 

４．日常的なスポーツ・レクリエーション活動を支援するため、学校開放事業を

はじめとするスポーツ環境の向上を図ります。 

５．スポーツ振興計画に基づき、市民のスポーツへの関心を高め、地域が一体と

なってプロスポーツチーム等を応援するなど機運の醸成を図ります。 
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６．プロスポーツチーム等との連携により、市民や地域のスポーツ振興を図りま

す。 

７．ボールパーク内の施設や機能、人的資源を活用し、市民同士や地域同士をス

ポーツで結ぶことにより、スポーツが市民の生活の一部になるような取組を推

進します。 

 

４ 計画体系図 

 

 

 基
本
理
念

基本目標 施策の方向

施設・環境
の整備

新領域

への

挑戦

健康
・

生きがい

６つの基本施策３つの基本理念 ３つの基本目標

スポーツ

による

まちづくり

領
域

生涯スポーツ社会実現・豊かなスポーツライフ創造のための

健康で生きがいのあるスポーツ活動
の推進

生涯スポーツ社会実現・豊かなスポーツライフ創造のための

競技スポーツへの支援

基本施策１

①幼児期からのスポーツ活動の基盤づくりの推進

③成年期から高齢期までライフステージに応じた

　スポーツ活動の推進

④地域のスポーツ活動の推進

⑤健康づくり・社会参加のためのスポーツ活動の

　推進

⑥障がい者スポーツ・アダプテッドスポーツの推進

基本施策２

①スポーツ参加人口の拡大

②地域特性や資源を活かしたイベント・大会の開催

③指導者・ボランティアなどの多様な人材の育成

　・活躍の場の充実

④トップスポーツの魅力に触れる機会の充実

基本施策３

①体育協会・スポーツ少年団等の組織・充実

②スポーツアカデミー事業の充実・強化

③障がい者スポーツへの競技支援

④トップレベルを目指すクラブチームや競技力

　の高い大学・企業等との連携の確立

⑤スポーツ大会出場支援の充実・強化

⑥顕彰制度の充実

⑦地域特性を活かしたスポーツ環境の整備・拡大

⑧競技スポーツの低年齢化による弊害の予防等

⑨スポーツ障害の防止等に係る普及啓発

基本施策４

①計画的なスポーツ施設の整備・活用

②地域・学校・企業・民間スポーツ事業者等も

　含めた既存施設の有効活用

③スポーツの実施につながる情報提供システムの

　確立

基本施策５

①スポーツコミッション・管内との連携の検討

②スポーツツーリズム・観光との連携の検討

④プロスポーツチームとの連携・協力による

　まちづくりの検討

⑤スポーツの先進地へ向けた取り組みの検討

⑥ボールパーク内の施設や機能、人的資源の活用

基本施策６

①アーバンスポーツ・eスポーツ等の普及の検討

②AI技術などスポーツ新産業の創出・誘致の検討

③ネーミングライツ、クラウドファンディング、

　ふるさと納税

④食育を通じたスポーツの振興

だ れ も が ス ポ ー ツ に 触 れ合 う機 会の 創出

②青少年期のスポーツ活動の推進・学校教育との連携

みる・ささえるスポーツ活動の推進

アスリートの育成・支援体制の整備

スポーツ施設の適正な運営・管理と整備充実

スポーツによるまちづくりの推進

③スポーツを通じた良好な都市像の醸成・発信の検討

スポーツにおける新領域への挑戦

ス
ポ
｜
ツ
に
よ
る
新
た
な
価
値
の
創
出

生
涯
ス
ポ
｜
ツ
社
会
の
実
現

豊
か
な
ス
ポ
｜
ツ
ラ
イ
フ
の
創
造

豊かなスポーツライフ創造・

スポーツによる新たな価値創出のための

スポーツライフの充実と環境整備

競技
支援

みる
・

ささえる

基本目標１

基本目標２

基本目標３
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５． 施策の展開 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

●現 状 

 ・健康意識が高く、日頃から健康に心掛けている市民が多く、スポーツ実施率 

（成人で週１回）は、全国平均（平成３０年度５５.１％）を上回っています。 

 ・公道や歩行者・自転車専用道路、公園等が多く、スポーツ環境が身近であると 

いえます。 

 ・10 代は学校開放施設の利用が多いことから、地域の学校が身近な施設として 

利用されていることが分かります。 

 ・部活動の経験者の多くが大人になってもスポーツを継続していることが分かり 

ました。 

 ・「時間がない」、「機会がない」といった理由等により、若年層のスポーツ機会 

の減少が顕著です。 

 ・健康意識の高い市民が利用するスポーツ機会の提供やスポーツ施設の整備が必 

要です。 

 

●課 題 

 ・幼少期のスポーツ体験が重要 

 ・小中学生時代の運動への取り組みが将来のスポーツの積極的な取り組みにつな 

がる 

 ・若年層のスポーツ機会を増やす取り組みが必要 

 ・総合型地域スポーツクラブやスポーツ推進委員等の緩やかなネットワークの構 

築が必要 

 ・スポーツを通じた仲間づくり、障がい者スポーツや女性スポーツの推進 

 ・子どもから高齢者までが楽しめる多世代交流型スポーツの推進 

 

 

生涯スポーツ社会実現・豊かなスポーツライフ創造のための

ポイント

健康で生きがいのあるスポーツ活動の推進

～子どもから大人、高齢者・障がい者まで各ライフステージに
応じた幅広いスポーツ活動と地域コミュニティの充実～

①幼児期からのスポーツ活動の基盤づく
りの推進
②青少年期のスポーツ活動の推進及び学
校教育との連携
③成年期から高齢期までライフステージ
に応じたスポーツ活動の推進

④地域のスポーツ活動の推進

⑤健康づくり・社会参加のためのスポー
ツ活動の推進
⑥障がい者スポーツ・アダプテッドス
ポーツの推進

基本施策１　だれもがスポーツに親しむ機会の創出

基本

目標１

健康

生きがい

14



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

●現 状 

 ・札幌近郊であるため、プロ野球やサッカーの試合観戦が容易となっています。 

 ・観戦したスポーツはプロ野球が８割、サッカーは 2 割となっています。 

 ・スポーツボランティアに参加したことがない人が約９割になっています。 

 ・今後のスポーツボランティアの参加意向で「参加したくない」が約６割となっ 

ています。 

 ・北広島市にゆかりのあるトップアスリートやトップレベルをめざすホームタウ 

ンチームとの連携体制が必要となっています。 

 ・市内で一流選手の試合を観戦したり、応援したりする機会の充実が必要となっ 

ています。 

 ・市民が一体となってホームタウンチーム等を応援する環境の充実が必要となっ 

ています。 

 

●課 題 

 ・「みる」「ささえる」スポーツ人口の拡大 

 ・スポーツポテンシャルを活かすことが重要 

 ・指導者・ボランティアの確保 

 ・身近なプロスポーツ施設、スポーツ観戦ができる環境づくり 

 ・トップスポーツの魅力に触れる機会の充実 

・トップアスリートやホームタウンチームの情報発信体制の整備と市民との交流 

機会の充実 

 ・ホームタウンチーム等への効果的な支援体制の整備 

 ・大規模な大会等におけるボランティアなど、スポーツへの様々な参画機会の充 

  実 

 

 

生涯スポーツ社会実現・豊かなスポーツライフ創造のための

ポイント

健康で生きがいのあるスポーツ活動の推進

～「する」スポーツに加え、「みるスポーツ」、「ささえるス
ポーツ」といった視点を加え、スポーツを多面的にとらえる～

基本施策２　みる・ささえるスポーツ活動の推進

①スポーツ参加人口の拡大

②地域特性や資源を活かしたイベント・
大会の開催

③指導者・ボランティアなどの多様な人
材の育成・活躍の場の充実
④トップスポーツの魅力に触れる機会の
充実

基本

目標１

みる

ささえる
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●現 状 

 ・市より体育協会・スポーツ少年団に補助金を交付しています。 

 ・体育協会に自主運営化に向けた動きはありません。 

 ・各種競技スポーツ振興事業を実施しています。 

 ・スポーツ賞等表彰事業を実施しています。 

 ・姉妹都市スポーツ交流事業は休止しています。 

●課 題 

 ・スポーツ団体の育成・支援が必要 

 ・競技スポーツ振興事業の充実が必要 

 ・クラブチーム・大学等との連携が必要 

 ・顕彰制度の充実が必要 

 ・地域特性を活かしたスポーツ振興が必要 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

生涯スポーツ社会実現・豊かなスポーツライフ創造のための

ポイント

競技スポーツへの支援

～アスリートへのソフト面の支援を充実させ、育成・強化を目
指しながらスポーツ全体の振興を図る～

基本施策３　アスリートの育成・支援体制の整備

①体育協会・スポーツ少年団等の組織充
実
②スポーツアカデミー事業の充実・強化
③障がい者スポーツへの競技支援
④トップレベルを目指すクラブチームや
競技力の高い大学・企業等との連携の確
立
⑤スポーツ大会出場支援の充実・強化

⑥顕彰制度の充実

⑦地域特性を活かしたスポーツ選手の育
成
⑧競技スポーツの低年齢化による弊害の
予防等

⑨スポーツ障害の防止等に係る普及啓発

基本

目標２

競技

支援
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●現 状 

 ・健康意識の高い市民が多く、スポーツ施設の充実を望む声が多いです。 

 ・本市を代表するようなスポーツ拠点や特色のある施設が必要となっています。 

 ・公共スポーツ施設は、週末や休日の利用者が非常に多くなっています。 

 ・スポーツ施設の老朽化が課題となっています。 

 ・スポーツ施設までの交通アクセスが課題となっています。 

 ・冬期間のスポーツ施設・イベントが望まれています。 

 

●課 題 

 ・スポーツ施設の適正配置と計画的な整備 

 ・利用施設の整備、利用しやすい施設の管理運営 

 ・トップレベルのクラブチームやアスリートの活動拠点になるとともに、文化事 

業等でも有効に活用できる拠点性や多機能性に優れた施設の整備 

 ・スポーツ施設の快適性の向上 

 ・社会経済情勢が厳しい中での計画的な施設の整備・充実 

 ・企業・大学等も含めた有機的な連携による施設の活用 

 ・学校体育施設開放事業の効率的な活用 

 ・スポーツ情報発信 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

豊かなスポーツライフ創造・スポーツによる新たな価値創出のための

ポイント ～施設の可能性と潜在力を最大限に生かすためのスポーツ
　　　　　　　　　　　　　拠点・情報提供体制の整備推進～

基本施策４　スポーツ施設の適正な運営・管理と整備充実

①計画的なスポーツ施設の整備・活用

②地域・学校・企業・民間スポーツ事業
者等も含めた既存施設の有効活用

③スポーツの実施につながる情報提供シ
ステムの確立

スポーツライフの充実と環境整備
基本

目標３

施設・環境

の整備
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●現 状 

 ・ボールパークに対する期待が高まっています。 

 ・まちづくりのパートナーとして、北海道日本ハムファイターズなどのプロスポ 

ーツチームとの連携が模索されています。 

 ・スポーツによるまちづくりとして、スポーツの領域にとどまることなく、観光 

領域や健康領域とも密接な連携が望まれます。 

 

●課 題 

 ・全道・全国大会誘致や合宿誘致 

 ・スポーツツーリズムとの連携 

 ・スポーツを通じた良好な都市像 

 ・プロ野球球団があるまち、ボールパークを核としたスポーツによるまちづくり 

の推進 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

豊かなスポーツライフ創造・スポーツによる新たな価値創出のための

ポイント

スポーツライフの充実と環境整備

～スポーツコミュニティの概念を採り入れたスポーツと
　　　　　　　　　　　　　まちづくりの広範な分野の連携～

基本施策５　スポーツによるまちづくりの推進

①スポーツコミッション・管内との連携
の検討
②スポーツツーリズム・観光との連携の
検討
③スポーツを通じた良好な都市像の醸
成・発信の検討

④プロスポーツチームとの連携・協力に
よるまちづくりの検討
⑤スポーツの先進地に向けた取り組みの検討

⑥ボールパーク内の施設や機能、人的資
源の活用

基本

目標１

スポーツ

による
まちづくり

基本

目標３
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●現 状 

 ・スポーツを取り巻く環境が日々変化をしており、これまでスポーツ領域でとら 

えていなかった新種目がオリンピック種目になるなど、新たなスポーツの捉え 

方が必要となっています。 

 ・ＡＩ技術などのハイテクノロジーと融合したスポーツ種目やスポーツ産業など 

も今後台頭してくることが予想されます。 

 ・スポーツ産業など新たな産業革命で創出されるスポーツの価値と魅力を活かし 

ていくことが必要です。 

 ・それらの新たな価値と魅力を歳入確保に活かし、スポーツ振興に役立てること 

が必要です。 

 

●課 題 

 ・スポーツを取り巻く環境変化への対応（アーバンスポーツ・e スポーツなど新 

種目への対応） 

 ・ＡＩ技術、スポーツ産業などへの対応 

 ・スポーツ領域における財源の不足 

 

 

 

 

 

豊かなスポーツライフ創造・スポーツによる新たな価値創出のための

ポイント

基本施策６　スポーツにおける新領域への挑戦

スポーツライフの充実と環境整備

～スポーツの多様化に対応するとともに、スポーツ新産業との
かかわりや歳入確保、新たな領域とも連携したスポーツ振興～

③歳入確保のためのネーミングライツ、
クラウドファンディング、ふるさと納税
の活用

④食育を通じたスポーツの振興

①アーバンスポーツ・eスポーツ等の普及
の検討

②ＡＩ技術などスポーツ新産業の創出・
誘致の検討

基本

目標１

新領域

への

挑戦

基本

目標３
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６． 推進体制と進行管理 

１ 各推進主体の役割 

本計画を推進していくためには、市民、スポーツ関連事業者、スポーツ関連団体、

行政（本市）の各主体の役割を明確にし、相互の連携を図りながら一体となって取

り組んでいく必要があります。 

 

（１）市民の役割 

・健康や体力づくりに関心をもち、様々なスポーツ活動に積極的に取り組むこ 

とに努めます。 

・地域コミュニティを活性化し、地域の一体感や活力を醸成するため、スポー 

ツに関する地域行事やスポーツボランティアなどの「ささえる」活動等へ積 

極的に参加することに努めます。 

 

（２）スポーツ関連事業者の役割 

・スポーツ関連事業者は、スポーツが市民生活及び地域社会において果たす役 

割の重要性を鑑みて、スポーツの推進に積極的な役割を果たすよう努めます。 

・事業者相互の連携を図りながら、スポーツ産業の振興に努めます。 

・コーチング技術や人格に優れた競技スポーツ指導者の確保・育成を図り、競 

技力向上を目指す市民がレベルの高い指導を受けられる機会の充実に努め 

ます。 

 

（３）スポーツ関連団体の役割 

・スポーツ関連の各種関連団体は、地域に根差した活動を通して競技レベルの 

向上を図るとともに、指導者の確保と育成を図り、様々なスポーツ交流の取 

組みに努めます。 

・大会の運営や競技種目の普及、スポーツ団体やグループの支援など、市民の 

スポーツ活動の育成指導を積極的に推進します。 

・特定非営利活動法人北広島市体育協会は、体育施設の有効活用を図るととも 

に広く市民を対象とした各種スポーツ教室の開催や仲間・クラブづくりの支 

援、スポーツ大会を積極的に開催する等、各種事業を積極的、継続的に推進 

していきます。 

また、事業の円滑な推進に向けたスポーツボランティアの育成と活用を図り、 

市民体育・スポーツの普及振興に努めます。さらに、市民がトップレベルの 

スポーツや競技にふれることのできる機会の拡充に向け、プロスポーツや全 

国大会等の大規模大会の開催・誘致を積極的に展開するよう努めます。 

 

（４）北広島市の役割 

・国・道・周辺市町村や庁内各部との連携によりスポーツ施策の総合的な取組 

を推進します。 
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・スポーツ情報の収集、分析、提供を行います。 

・スポーツ関連団体や関係機関、地域との連絡調整を密にし、協働による施策 

を展開します。 

 

 

２ 進行管理 

 

（１）スポーツ推進状況の把握と検証  

本計画の進捗並びに目標達成状況の把握については、スポーツ関連事業実施期

間・団体とテーマ毎にスポーツ政策意見交換会を年数回程度実施しながら、スポー

ツ現場におけるニーズ等や施策の効果等について把握します。 

また、庁内連携会議（企画課、ボールパーク推進課、市民課、健康推進課、高齢

者支援課、こども家庭課、観光振興課、学校教育課、社会教育課など）に、公園や

建物整備にかかる関係課を必要に応じて加え、年に数回活動内容のすり合わせを行

います。 

行政の検証した内容について、「北広島市スポーツ推進審議会」において審議を

行い、当審議会における意見等を踏まえながら、Plan（計画の策定・見直し）、Do

（施策の実施・運用）、Check（施策の評価）、Action（検討・改善）によるＰＤ

ＣＡサイクルの手法に基づき施策や事業の見直しと改善を加えながら、状況に合わ

せ柔軟に計画を推進していきます。 
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